
本
総
会
に
お
い
て
今
回
は
、
い
わ
ゆ
る
「
四
大
奇
書
」
に
つ
い

て
発
表
の
の
こ
り
の
『
水
耕
伝
」
に
つ
い
て
の
べ
た
い
・

こ
の
作
者
は
元
未
明
初
の
人
で
「
三
国
志
演
義
」
や
『
平
妖
伝
」

の
編
著
者
と
し
て
名
高
い
羅
漢
中
で
あ
る
と
し
た
り
、
明
初
に
元

に
降
っ
て
明
に
対
す
る
反
乱
に
参
加
し
た
施
耐
庵
だ
と
も
い
う
。

施
耐
庵
と
す
る
と
『
水
涛
伝
』
の
全
体
を
流
れ
る
モ
チ
ー
フ
に
関

わ
り
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
「
水
涛
伝
」
に
は
、
七
十
回
本
、
百

回
本
、
百
二
十
回
本
等
が
あ
る
が
、
我
々
が
目
に
す
る
も
の
は
、

百
二
十
回
本
の
明
代
の
「
李
卓
吾
評
忠
義
水
涛
伝
』
を
中
心
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
百
回
本
に
は
、
物
語
り
の
最
期
の
田
虎
・
王
慶

討
伐
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
百
二
十
回
本
よ
り
古
い
も
の
と

１
中
国
伝
統
医
学
と
道
教
（
第
十
八
回
）

『
水
瀞
伝
』
か
ら

｜
般
口
演

吉
元
昭
治

さ
れ
て
い
る
。

「
水
涛
伝
』
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
も
の
は
、
正
史
『
宋
史
」
徽
宗

本
紀
等
と
見
ら
れ
て
い
る
。
宣
和
三
年
（
二
一
二
年
）
二
月
、
准

南
の
盗
賊
宋
江
等
が
内
乱
を
起
す
。
そ
の
党
三
十
六
人
は
、
官
軍

を
大
い
に
悩
す
。
そ
こ
で
朝
廷
で
は
策
を
用
い
、
許
し
て
方
臘
を

討
つ
こ
と
を
命
じ
る
。
す
な
わ
ち
毒
を
以
て
毒
を
制
す
る
の
式
だ

が
齪
館
が
あ
り
う
ま
く
行
か
な
い
。
宋
江
等
は
さ
ら
に
そ
の
活
動

範
囲
を
拡
げ
て
い
く
が
、
遂
に
策
に
か
か
り
官
軍
に
投
降
す
る
。

つ
ま
り
「
水
涛
伝
」
の
首
領
、
宋
江
は
実
在
の
人
物
で
あ
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

つ
い
で
、
宋
代
の
白
話
小
説
の
一
つ
で
あ
る
『
大
宋
宣
和
遺
事
』

に
『
水
瀞
伝
」
を
簡
喜
的
に
、
宋
江
等
三
十
六
人
が
梁
山
泊
に
拠

っ
て
活
躍
す
る
場
面
を
描
い
て
い
る
。
『
大
宋
宣
和
遣
事
」
は
、
北

宋
最
後
の
皇
帝
徽
宗
皇
帝
、
二
十
五
年
の
治
世
の
う
ち
、
北
宋
滅

亡
の
宣
和
七
年
間
の
出
来
事
が
全
篇
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い

る
。
文
人
皇
帝
と
し
て
名
高
い
徽
宗
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
に
、

道
教
を
信
仰
し
た
帝
に
つ
い
て
、
詳
し
く
ふ
れ
て
い
る
の
が
注
目

さ
れ
る
。

『
水
許
伝
』
は
、
我
が
国
の
江
戸
期
の
文
学
に
与
え
た
影
響
は
大
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き
く
、
有
名
な
滝
沢
馬
琴
の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
」
（
文
化
十
一
年

ｌ
天
保
十
三
年
、
一
八
一
四
’
四
二
年
）
は
、
「
水
涛
伝
」
よ
り
テ
ー

マ
を
借
り
て
い
る
。
そ
の
他
、
建
部
綾
足
の
「
本
朝
水
涛
伝
」
、
山

東
京
伝
の
『
忠
臣
水
涛
伝
』
等
が
あ
り
、
馬
琴
に
は
さ
ら
に
『
傾

城
水
筒
伝
』
も
あ
る
。

『
水
涛
伝
」
の
初
ま
り
は
、
末
の
仁
宗
（
在
位
一
○
二
二
’
六
三
年
）

の
嘉
祐
三
年
二
○
五
八
年
）
に
天
下
に
悪
疫
が
流
行
し
、
朝
廷
で

は
道
教
大
本
山
の
竜
虎
山
の
張
天
師
が
招
く
が
、
使
者
と
入
れ
違

い
に
な
り
、
そ
の
使
者
は
伏
魔
殿
の
扉
を
開
い
て
し
ま
う
。
す
る

と
黒
煙
と
共
に
無
数
の
金
色
の
光
が
四
方
に
散
る
。
そ
れ
は
こ
こ

に
封
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
三
十
六
の
天
歪
星
と
地
熱
星
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
後
に
、
運
命
の
糸
に
操
ら
れ
、
各
分
野
か
ら
梁
山
泊
に

集
ま
る
一
○
八
人
の
勇
者
で
あ
る
。

そ
の
有
様
は
宋
江
の
小
皇
帝
の
よ
う
で
、
呉
学
究
は
宰
相
、
公

孫
勝
は
国
師
の
よ
う
に
補
佐
し
て
い
る
（
十
三
回
）
。
彼
等
は
忠
義

堂
に
会
し
て
「
替
天
行
道
、
忠
義
双
全
」
を
盟
約
す
る
（
七
十
一
回
）
。

こ
の
儀
式
は
全
く
道
教
の
様
式
を
具
え
て
い
る
。

今
回
の
発
表
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
の
は
、

公
孫
勝
。
道
士
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
術
を
使
い
敵
を
た
お
す
。

敵
対
し
て
降
伏
し
た
方
術
者
に
は
術
を
授
け
る
。
し
か
し
二
仙
山

の
羅
真
人
と
の
約
束
で
離
れ
て
い
く
（
百
十
回
）
。

安
道
全
（
医
師
）
。
皇
甫
端
（
馬
医
）
。
共
に
戦
陣
に
あ
っ
て
活
躍

す
る
。
の
ち
に
前
者
は
太
医
院
医
官
に
、
後
者
は
御
馬
監
と
な
る

（
百
二
十
回
）
。

神
行
太
保
戴
宗
。
脚
に
甲
馬
を
つ
け
て
一
日
に
八
百
里
を
走
る
。

泰
山
廟
で
道
士
と
な
っ
て
最
期
は
安
ら
か
な
死
を
と
げ
る
（
亘
一

十
回
）
。

そ
の
他
、
人
肉
ま
ん
じ
ゅ
う
、
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
、
「
金
瓶
梅
」
の

下
敷
と
な
る
武
松
の
話
し
な
ど
が
あ
る
。

最
期
は
、
宋
江
は
皇
帝
下
賜
の
毒
酒
で
謀
殺
さ
れ
、
そ
の
他
病

死
、
戦
死
な
ど
で
一
○
八
人
は
わ
ず
か
二
十
七
名
に
な
る
（
百
十
九

回
）
。
し
か
し
李
俊
等
は
脱
出
し
、
シ
ャ
ム
に
新
王
国
を
建
て
「
水

涛
伝
』
の
よ
う
な
悲
劇
的
結
末
か
ら
救
わ
れ
る
言
後
水
涛
伝
」
）
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
教
室
）
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